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第１号議案 

令和６年度事業報告 

平素は、東員町文化協会の活動と運営に会員の皆様はじめ、多くの関係者の方々にご理解とご

協力を頂きまして誠に有難うございます。お陰を持ちまして総ての事業が無事に終了することが

できましたこと、心より感謝申し上げます。 

昨年は、広報「ひばり」が、記念すべき１００号を発刊いたしました。初刊号からしますと状

況により様々な変遷をしながら時代を超えて今日の広報誌になってきております。多くの困難を

克服し、今日まで長きにわたる活動は広報委員の皆様方の献身的な努力の賜物であり、心より感

謝申し上げます。そして、加盟各団体の活動については、展示会や芸能活動また、各地でのボラ

ンティア活動等それぞれの団体で毎年多岐にわたり町民文化を盛り上げてくれました。重ねて感

謝申し上げます。 

さて、時代は日進月歩で変化しており、特にＩＴによる生活環境の変化が著しく、社会や個人

の生き方が今までの慣習とは大きく変化してきております。協会も便利さを利用しつつ事務の効

率化や無理と無駄の排除、会議等の頻度の削減等に努めてまいりました。そして昨年からは、総

会の議決権行使書を電子投票も可能にしました。従来のはがきからすれば、事務作業量の軽減が

でき効率が数倍にもなります。１回目は利用率が少なかったので、時間をかけて達成して行けた

らと思いますので、会員の皆さん方のご協力宜しくお願い致します。                                

令和１０年は、当協会設立４０年周年を迎えます。文化活動にとって少子高齢化をはじめ年々

厳しい環境になってきていますが、今まで積み重ねてきたことを大切にして、未来に向かって文

化活動を盛り上げて行きたいと考えております。与えられた条件のもと知恵を出し工夫をしなが

ら継続して行くために邁進したいと思っておりますので従前にもまして今後も皆様方のご理解と

ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

１ 文化振興に関する自主事業の企画推進 

１）文化協会の自主事業                     【表－１】 

東員町および関係諸団体のご協力をいただき、会員の一致協力により今年度も様々

な企画事業のひとつである春の文協まつりは、年度当初の計画を達成することができ

ました。 

昨年に続き大茶会を東員町総合文化センター内の和室で実施することができました。

また、恒例の囲碁大会では、近隣の実力者の集う有力な大会として定着している。新

型コロナの５類移行もあって、昨年に続き実施できました。 

２）協会加盟団体の自主事業 

① 文協参画事業                      【表－２】 

加盟団体事業の内、協会が助成又は共催等として参画した事業を示す。 

② 加盟団体活動事                      【表－３】 

本年度も各団体の企画で多彩なイベントを開催する一方、近隣地域の様々な企画

にも参加し精力的に活動を実施した。それらの一部を表に示す。 

２ 文化団体活動の育成指導 

１）視察・研修 
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理事研修は、8 月 28 日（水）に東員町総合文化センター1 階の第一研修室にて東員

町出前講座「地域づくりについて考えてみよう」を受講。講師は、地域づくり応援課 

主査 内田恭史さん。自立できる、持続できる地域づくりを行政と住民がどのように

して構築していくかを考える機会を与えていただいた。  

 ２）他地区文化協会との交流 

令和 6 年 9 月 8 日（日）に四日市市で北勢地区文化団体交流会が開催され、会長・

副会長が参加した。 

３ 東員町文化教育事業への参画 

町からの委託を受け東員町公民館講座・東員町文化祭の企画運営全般を担当実施し

た。 

１）公民館講座の企画運営  

本年度は募集講座数 43 に対し 33 講座が開講。受講生は 311 名であった。町内 

在住・在勤者に加えて新たに町外の方も 3 年前から受講可能となった。 

受益者負担と受講への意欲高揚を図るため有料化 10 年目であった。 

２）東員町文化祭の企画運営  

受託の展示事業に加えて協会の自主事業を織込み、講座卒業作品展を実施した。そ

の結果は、表－１に示した。 

３）町および外部関係団体への参画 

総合文化センターひばりホール等で催される町および外部関係団体の事業の内関連

のある事業については共催・後援形式で参画した。 

４ 組織的活動の充実・強化  

各種委員会活動及び事業のプロジェクト体制が定着し、各位の献身的な努力のお陰

で、年間事業計画を滞りなく成功裏に終えることができた。 

５ 目標達成に向けた施策 

１）広報誌「ひばり」の発行 

企画および取材から編集に至るまで、あらゆる内容を協会の広報委員が担当し、最

新号は第 101 号を迎えることができた。令和 3 年度からは、町内各配布は取りやめ

て、会員と関係機関等へ配布した。発行については、年３回から年２回（９月と２

月）になった。                                     

２) ホームページの運用 

上記広報誌とタイアップしホームページの運用をしている。 

３）常設展示コーナーの有効活用 

総合文化センターホールの常設コーナーでの作品展示等を、加盟団体・個人会員

間の調整により通年開催した。 

４）加盟団体への助成 

団体の活動を支援するため、積極的に共催・後援を行うとともに、9 団体に対し、

総額 155,659 円の助成をした。（表－２参照）    



表－１ 令和6年度文化協会自主事業(含受託事業）実施結果　

開催日 事　業　の　概　要　及び　実　績

開催場所 来場者・
参加者数 運営主体 　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　実　施　結　果　　等

1 東員町文化祭
(57回）

10月26～11月3日

オープニング 10月26日 60 事務局 ・ 町長はじめ来賓の方々を迎え、秋空の下開会あいさつ・テープカットに引き続き、飛龍

総合文化センター
正面玄関外 東員太鼓の力強い太鼓演奏で文化祭の幕を開けた。

作品展示会 10月26日～１１月3日 1,957 展示ＰT ・ 出展数は、379点で昨年より11点多かった。

（受託事業） 総合文化センター
・ 学校と学童以外は、前期と後期に分かれていることを展示内容も含めて周知する。

・ 1階ロビー第1会場のスポットライト照明についてはＬＥＤにした。

・ 町民文化祭を発信する広報力を高めていくために、町内自治会の協力を得てポスター

掲示を行なった。来場者数は昨年より500名位増えた。

大茶会 11月３日
総合文化センター 220 大茶会

実行委員会
・ 表千家の柴山茶華道教室が担当。実りの秋をイメージし収穫した稲を束ね自然乾燥

させる「稲架掛け」をしつらえた和室で、伝統的な雰囲気を味わっていただいた。

囲碁大会 10月20日
総合文化センター 89 囲碁同好会 ・ 県内外から89名の参加。棋力によって4クラス（Ｓ（6段以上），Ａ（５～４段），Ｂ（３～２段）

Ｃ（初段・級位者））に分かれて、スイス方式により一人4局対決。

2 公民館講座 6月から3月 311 事務局 ・ 募集講座数43のうち33 講座が開講した。

（受託事業）

3
春の文協まつり

（32回） 3月5日～9日 878 展示ＰT ・ 出展数は、昨年より10点多く366点であった。入場者数は、昨年より84人少なかった。

総合文化センター 「毎回、見せてもらっていますが、どの作品も素晴らしいです」に代表されるように好意的

な意見が多いです。

・ 第1会場の開放的な配置は好評であった。さらにレイアウト等を改善していきたい。

大茶会 3月9日 177 大茶会
実行委員会 ・茶道裏千家（菅野宗敦）が担当。茶席は立礼方式で行われた。床には、臨済宗の禅僧大亀老師の

総合文化センター 　「花枝自長短」の軸が掛けられ、伝統文化の雰囲気を来場者に味わっていただいた。

芸能祭 3月16日 650 芸能祭ＰＴ ・ 第32回芸能祭は、芸能部会、音楽部会の11加盟団体が、3部に分かれて発表。

総合文化センター
・ 日頃の練習の成果が十分発揮された加盟団体の舞台発表が観客の方々を魅了した。

囲碁大会 3月20日 111 囲碁同好会 近隣市町のみならず県内外から１１１名の囲碁自慢が参加された。Ｓクラス（六段以上）２６名、

総合文化センター
Ａクラス（四、五段）25名、Ｂクラス（二、三段）34名、Ｃクラス（初段から級の人）26名

に分かれて、スイス方式により一人4局対決。

8月28日 ・ 東員町出前講座「地域づくりについて考えてみよう」を受講。講師は、地域づくり応援課　

4 理事研修 総合文化センター　第
一研修室 12 事務局 主査　内田恭史さん。自立できる、持続できる地域づくりを行政と住民がどのようにして

構築していくかを考える機会を与えていただいた。
作品を鑑賞。あらためて文化の継承としての施設の存在意義を実感した。

15

事　業　名
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表－２  令和 6年度 加盟団体事業（文協 参画実績） 

 

団 体 名 事業の内容 開催（開始）日 開 催 場 所 

文協参画 

形態 
助成 

申請 

1 清和会 清和会作品展 
5 月 29 日(水)～

6 月 2 日(日) 
ギャラリー員 

主催

後援 
有 

2 楽絵筆 第 16 回楽絵筆グループ展 7 月 17 日㈬～21 日(日) 東員町総合文化センター 
主催

後援 
有 

3 ひばり窯陶友会 ひばり窯陶友会クラブ展  8 月 23 日(金)～25 日(日) 東員町総合文化センター  
主催

後援 
有 

4 陶芸第一クラブ 陶芸第一クラブ３５周年記念作品展 9 月 6 日(金)～12 日(日) 川スミメガネ本店ギャラリー 
主催

後援 
有 

5 岡田絵画グループ 第 14 回岡田絵画グループ合同展 9 月 27 日(金)～30 日(月) 柿安シティホール 
参加

後援 
有 

6 気功クラブ 第 7 回青空気功 10 月５日(土) 中部公園 
主催

後援 
有 

7 員弁百人一首の会 第 35 回東員百人一首かるた大会 10 月 13 日(日) 東 員 町 武 道 館 
主催

後援 
有 

8 ＹＹフラグループ 
YY フラ＆ウクレレ 

グループ発表会 2024 
10 月 20 日(日) 東員町保健福祉センター  

参加 

後援 
有 

9 柴山茶華道教室 初釜 令和 7 年１月 11 日(土) 山水園 主催 有 
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表－３   令和 6年度 加盟団体活動事業（実績） 

 

     団 体 名 実施計画  団 体 名 実施計画 

１ 陶芸第一クラブ 

陶芸第一クラブ 35 周年記念作品展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

15 民謡寿会 

いなべスマイルフェスタ  

東員町スマイルフェスタ

いなべ市民祭舞台発表会  

２ ひばり窯陶友会 

ひばり窯陶友会クラブ展 

介護施設で陶芸体験会

文化祭・文協まつり出展 

16 飛龍東員太鼓 芸能祭出演 

３ 東員フォトクラブ 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 
17 ＹＹフラグループ 

ＹＹフラ&ウクレレ発表会 2024 

芸能祭出演 

常設展示ケース展示 

４ 東員絵画クラブ 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 
18 バトンメイツフェニックス 

第 50 回全日本バトントワーリング

選手権東海支部大会 

芸能祭出演 

5 清 和 会 

清和会作品展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

19 ＹＹウクレレグループ 

ウクレレ交流会 

芸能祭出演 

常設展示ケース展示 

6 楽 絵 筆 

第 16 回楽絵筆グループ展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

20 石垣茶華道教室 クラブ活動 

7 岡田絵画グループ 

第 14 回岡田絵画グループ合同展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

21 柴山茶華道教室 
初 釜 

秋の大茶会 

8 しゃくやく俳句会 

俳句吟行会 定例句会 

文化祭出展 

常設展示ケース展示 

22 茶道裏千家 春の大茶会 

9 箏曲麗明社「廣翔会」 

芸能の祭典 

いなべ市民祭 六華苑祭

芸能祭出演 

23 ニットルームかわまつ 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

10 東員町大正琴クラブ 芸能祭出演 24 洋裁サークル・マミー 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

11 笹尾民踊クラブ 

藤が丘みんなの夏祭り

盆おどり大会 2024 

笹尾まつり・盆おどり大会 

25 東員囲碁同好会 文化祭・文協まつり囲碁大会 

12 笹尾吟詩会 

関心流資格別三重県大会  

全国吟詠・愛連詩吟コン

クール出演 芸能祭出演 

26 員弁百人一首の会 第 35 回東員百人一首かるた大会 

13 員弁東部吟詩会 

吟道関心流三重県本部

吟詠発表会 吟道関流連

吟三重県大会 芸能祭出演 

27 気功クラブ 第 7 回青空気功 

14 菊水流詩舞東員クラブ 
笹尾睦会誕生会 

芸能祭出演 
   


	Ｐ２，３令和６年度事業報告
	P15　表－1（2025）改定
	P16　 表ー2　令和6年度加盟団体事業 (文協参画実績)
	P17　 表ー3　令和6年度加盟団体活動事業(実績）

